
キャリアセンター通信

事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
外
国
語
の
研
修
等
を

複
数
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
と
し
て
単

位
認
定
さ
れ
る
。

　

過
去
に
は
イ
ン
ド
、
豪
州
、
米
国
、
カ
ナ

ダ
、
ハ
ワ
イ
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
等

の
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
職
業
体
験
を

し
て
入
学
し
た
学
生
が
い
る
。

 　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
選
択
科
目
で
、
期

間
は
２
週
間
〜
３
カ
月
以
内
、
３
単
位
を
授

業
科
目
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア

開
発
セ
ン
タ
ー
で
も
受
入
先
の
発
掘
や
受
入

条
件
交
渉
等
の
サ
ポ
ー
ト
、
終
了
後
の
レ
ポ

ー
ト
管
理
や
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
学
生
の
自
己
認
識
、
職
業
理
解
、
職

業
選
択
能
力
等
を
高
め
る
う
え
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
果
し
て
き
た
役
割
も
大
き
か
っ

た
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
た
い
。

　

去
年
、
あ
る
企
業
の
人
事
部
長
さ
ん
が
突

然
ア
ポ
な
し
で
訪
問
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
内
の

応
接
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
驚
い
た
こ

と
に
、
そ
の
部
長
さ
ん
は
自
社
が
今
回
面
接

し
て
内
定
を
出
し
た
女
子
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
遭
遇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時
の
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
の
タ
イ
ト
ル

は
「P

ro
te
c
tio
n
 a
n
d
 C
o
n
se
rv
a
tio
n
 

o
f  S
e
a
 T
u
rtle
s

」
で
あ
っ
た
。
彼
女
は

米
国
留
学
中
の
夏
休
み
期
間
に
単
身
メ
キ

シ
コ
に
出
か
け
て
、
現
地
で
1
カ
月
間
寝

泊
ま
り
し
な
が
ら
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た

若
者
と
協
力
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
支

援
と
卵
の
保
護
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
き
た
。
そ
の
経
験
を
自
ら
が
採

っ
て
き
た
写
真
を
交
え
な
が
ら
実
に
手
際

よ
く
自
信
を
持
っ
て
語
っ
て
く
れ
た
。
私

と
そ
の
部
長
さ
ん
は
そ
の
時
、
ま
さ
に
そ

の
情
熱
と
行
動
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
彼

女
は
企
業
か
ら
の
採
用
内
定
が
採
れ
た
の

だ
と
確
信
し
た
。

　

昨
今
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
採

用
が
進
展
す
る
中
で
、
日
本
人
学
生
は
今
や

就
職
活
動
に
お
い
て
一
つ
は
日
本
人
学
生
同

士
、
も
う
一
つ
は
外
国
人
学
生
と
の
二
重
の

競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
英
語
力
は
す
で
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
生
き
抜
く
必
須
の
条

件
で
あ
り
、
日
本
人
学
生
に
求
め
ら
れ
る
能

力
や
ス
キ
ル
の
要
求
レ
ベ
ル
は
ま
す
ま
す
高

度
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
も
っ
と
学
生
に
期
待
さ
れ
て
い
る

の
は
、
何
か
困
難
な
目
標
に
取
り
組
ん
だ
、

他
者
と
真
剣
に
触
れ
合
っ
た
、
互
い
に
協
力

し
て
問
題
を
解
決
し
目
標
を
達
成
し
た
体
験

等
で
あ
り
、
そ
れ
が
言
語
、
教
育
内
容
、
文

化
、
生
活
条
件
等
が
大
き
く
異
な
る
環
境
の

中
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

G
A
P
 Y
E
A
R
と
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
体
験
は
本
学
の
学
生
の
成
長
を
促

し
特
徴
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
当
セ
ン
タ

ー
で
も
今
後
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

●●
国
際
教
養
大
学

国
際
教
養
大
学

グローバル人材育成に向けたグローバル人材育成に向けた
キャリア開発センターのキャリア開発センターの
役割と取り組み役割と取り組み

２　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

本
学
は
全
科
目
英
語
で
授
業
を
行
い
、
教

養
科
目
に
特
化
し
た
教
育
の
中
で
寮
生
活
や

1
年
間
の
海
外
留
学
と
単
位
取
得
を
義
務
付

け
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
豊
か
な
教
養
、
異

文
化
交
流
体
験
、
幅
広
い
視
野
と
英
語
及
び

そ
の
他
外
国
語
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
持
ち
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
観

点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
授
業
以
外
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
わ
る
次
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

 　

G
A
P
 
Y
E
A
R
と
は
イ
ギ
リ
ス
等
の

英
連
邦
諸
国
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
体
験

学
習
推
奨
制
度
で
、
主
に
高
校
卒
業
後
大
学

に
入
学
す
る
前
に
、
学
生
が
入
学
を
延
期
し

て
、
こ
の
間
に
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
こ
の
制
度
を
入
学
前
の
段
階
で
取
り

入
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
で
は
国
際
教
養
大

学
（
A
I
U
）
の
み
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本

学
の
G
A
P　

Y
E
A
R
活
動
期
間
は
半
年

間
で
、
学
生
の
入
学
は
9
月
と
し
て
い
る
。

ま
た
入
試
で
は
本
人
の
行
動
計
画
や
そ
の
狙

い
等
を
面
接
で
確
認
し
、
審
査
し
た
上
で
学

生
を
選
抜
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
２９
人
が
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
入
学
し
た
。
今
年
も
１４

人
が
選
ば
れ
、
入
学
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
体
験
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
学
予

定
者
と
の
入
学
ま
で
の
連
絡
、
計
画
の
サ
ポ

ー
ト
、
発
表
会
の
開
催
、
レ
ポ
ー
ト
管
理
、

単
位
認
定
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
毎
年

多
く
の
学
生
が
前
半
ア
ル
バ
イ
ト
で
資
金
を

稼
ぎ
、
後
半
で
外
国
に
渡
航
し
何
ら
か
の
仕

１　

G
A
P
 Y
E
A
R
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